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【結果】IDM/W 群では ICM群と比較して、インスリン抵抗性(Akt リン酸化レベ
ル 0.29倍)が惹起され、炎症系のシグナル(NFκB 1.5倍)が亢進していた。そ
して、IDM/W 群では多くの蛋白質に過度の終末糖化産物（AGEs；Advanced 
Glycation End Products）化が見られた。ところが、IDM/EPA群では IDM/W群
と比較して、インスリン抵抗性、過度の AGEs 化、炎症性シグナルの亢進が抑
制されている事が明らかとなった。 
【結論】子宮内高血糖環境は胎児の心臓において、過度の AGEs 化を伴う炎
症性シグナルの亢進により、シグナル伝達障害を引き起こした。ところが、妊
娠期に母親が EPA を摂取することにより、これらの胎児の心臓のシグナル伝
達系障害が改善される可能性が示唆された。 
 
